
山口県におけるコンクリート舗装
活用促進の取組みについて

山口県土木建築部技術管理課 池村剛宜
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コンクリート舗装に関する意見交換会

令和元年12月13日（金）
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１．取組みの経緯等

平成２５年７月：
「やまぐち産業戦略推進計画」のプロジェク
トの一つに位置付け

新たな地産地消開拓戦略

プロジェクト：コンクリート舗装の活用促進
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取組方針

□地産地消の観点から、また、耐久性が極めて高いと
いう特性を生かす観点からも、県が整備する道路（国
道、県道、農道、林道等）におけるコンクリート舗装
の使用範囲の拡大を図ります。

□県が整備する道路での使用範囲の拡大を目指すこと
に加え、国、市町等へも積極的に活用を働きかけます。
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平成２６年３月：
「コンクリート舗装活用マニュアル」を策定

１．山口県の現状

２．コンクリート舗装とアスファルト舗装の

一般的な特徴の比較

３．山口県の活用方針

４．コンクリート舗装の運用検討フロー

５．コンクリート舗装活用における着眼点

６．各種コンクリート版の種類・工法

７．コンクリート舗装施工時の留意点

山口県・技術管理課・その他の技術基準マニュアル等：
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/gizyutukizyun/20120720001.html



平成２５年９月施工

山口県土木建築部 事例１
小野田湾岸道路（大塚ランプ橋～大塚東交差点）

場所：山陽小野田市東高泊 地内
延長：Ｌ＝８０ｍ
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山口県土木建築部 事例２
山口宇部道路 由良ＩＣ

平成２７年４月施工

場所：山口市佐山由良 地内
延長：Ｌ＝１５８ｍ（ＯＮランプ）

Ｌ＝１５７ｍ（ＯＦＦランプ）
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料金所

至 広島

小郡Ｉ.Ｃ

コンクリート舗装

山口県土木建築部 事例３
山口宇部道路 小郡ＪＣＴ

平成２７年１２月施工

場所：山口市小郡上郷 地内
面積：約１，８８０㎡
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その他の事例

国道４３５号（美祢～豊田バイパス） 平成29年12月供用
場所：下関市豊田町 地内（西市トンネル）
面積：約１，８４０㎡

・トンネル明かり部でも活用

・市町事業での活用
・下関市：市道阿弥陀寺町１１号線 平成26年３月
・周南市：市道西ノ端・東新地線 平成26年３月
・宇部市：市道東海岸通り線 平成28年12月

※いずれも早期交通開放型コンクリート舗装（以降、
１ＤＡＹＰＡＶＥと記す）を活用

・国事業での活用
・道の駅 ソレーネ周南 駐車場 平成25年９月
・山陰道 長門・俵山道路 令和元年９月供用 ※連続鉄筋Co舗装
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平成３０年１月：
「道路舗装設計マニュアル（案）」を一部改訂

第１章 総説

第２章 舗装の設計 ※１

第３章 アスファルト舗装の維持修繕工法

第４章 コンクリート舗装の維持修繕工法

第５章 橋面舗装の維持修繕工法

第６章 舗装の設計例 ※２

※１ コンクリート舗装に関する項目を追加

※２ ＬＣＣの算定事例を追加

山口県・技術管理課・その他の技術基準マニュアル等：
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/gizyutukizyun/20120720001.html
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平成３０年１０月：
新たな総合計画『やまぐち維新プラン』に
建設産業の活性化委支援項目の一つとして
「コンクリート舗装の活用等」を掲載

第４章 重点的な施策の推進

Ⅰ 産業維新

③ 中建・中小企業の「底力」発揮

プロジェクト

13 持続可能な建設産業の構築

・建設産業の活性化支援

「山口発新製品」やコンクリート舗装の活
用等、地産・地消による新製品・新技術の
利用促進
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２．近年の取組み

平成３０年１１月：
県道の舗装補修工事において、コンクリート舗装（１ＤＡＹ
ＰＡＶＥ）を施工。※山口県土木建築部 初

平成３０年１１月１５日：
山口県舗装協会との共同開催により、「コンクリート舗装に関
する研修会」を実施。

「１ＤＡＹ ＰＡＶＥ」の施工見学のほか、既設コンクリート
舗装見学（由良ＩＣ）や、座学（※）を実施。当日は、産官か
ら計50名が参加した。

※ 『早期交通開放型コンクリート舗装の活用事例について』
山口きらら博記念公園管理事務所主任 甲斐祐介 氏

『コンクリート舗装の留意点』
(株)佐藤渡辺 亀田峰雪 氏

『早期交通開放型コンクリート舗装１ＤＡＹＰＡＶＥ製造施工マニュアルの概要』
宇部興産(株)技術開発研究所主席研究員 吉田浩一郎 氏



工事概要

工事名：

主要県道宇部防府線（一般県道山口阿知須宇部線）

舗装補修（防災・安全交付金）地方道（０県）工事

第１工区

工事場所：

山口市阿知須 地内

施工数量：

コンクリート舗装（１ＤＡＹ ＰＡＶＥ） ９３ｍ２

（すりつけ数量含む）

※右折レーン部をコンクリート舗装に打ち替え
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事前準備

コンクリート材料試験練（１０月２４日）

試験配合１） 曲Ｗ／Ｃ３４％－１２－２０－Ｈ

試験配合２） 曲Ｗ／Ｃ３４％－１５－２０－Ｈ

流動性の高い生コンは、打込み作業がしやすい。一方、粘り気
が強く、均し作業や、ほうき目を入れるタイミングの判断が難
しい。作業時気温や施工数量等から最適配合を決定する。

ほうき①

ほうき②

ほうき③

ほうき①

ほうき②

ほうき③

試験配合１ 試験配合２
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工事工程

９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日

型枠工

コンクリート工

目地工

すり付け舗装工（Ａｓ）

区画線工

１１月
工種

舗装版切断工

舗装版破砕工

掘削工

上層路盤工

鉄筋工

すり付け部

バックホウ打込み

締固めバイブレータ

ブリッツスクリード

打込み後２４時間養生

硬化後にカッター切削
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写真

着工前 完 成
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撮影日 平成30年11月22日



研修会の状況
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施工見学 材料の性状を体感

ほうき目を比較 座 学
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参加者の声
（来年度の研修で）本日施
工したCo舗装の確認を希望

施工見学会、現場研修を来
年も実施してほしい

今回のような研修を来年も
実施してほしい
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平成３１年１月：
ウェブページ『コンクリート舗装の活用』を作成・公開

山口県・技術管理課・コンクリート舗装の活用：
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/concretehosou/concretehosou.html

１．関連規準類

２．講習会等

平成３０年以降の講習会

資料（ｐｄｆ）を掲載

３．活用事例

４．関連情報等

セメント協会山本副会長

と村岡知事の対談記事

「民間セメント会社発祥

の地 山口県に見るセメ

ントの底力」を掲載



山口県土木建築部 事例 ４
県道山口阿知須宇部線
早期交通開放型コンクリート舗装（１DAY PAVE）

平成３０年１１月施工
平成３０年１１月１５日
コンクリート舗装に関する研修会
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平成３１年４月：
港湾施設（エプロン舗装）の補修工事において、１ＤＡＹ Ｐ
ＡＶＥを試験的に活用。

係船や荷役作業への影響を最小限に抑えつつ、エプロン舗装の
一部を補修した。

着工前 完 成

施工量 約２ｍ３
施工１日＋養生１日 計２日間施設を使用不可として実施。
ほか管内２箇所で同様の補修工事を実施。
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３．課題と今後の取組み

１．コンクリート舗装のメリットを生かすため、各種

類・工法の特徴を正しく理解する必要がある。

２．補修工事等における１ＤＡＹ ＰＡＶＥの部分的な

活用には一定の効果を確認。以下の課題を認識。

１）施工日数のさらなる短縮

２）施工技術の伝承（または改善）。

３）適正な歩掛の採用

引き続き、適材適所での活用に取組む。



ご清聴ありがとうございました。
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